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● 主な記事
02　合併 16 周年

05　協働のまちづくり調査事業

08　まなびだより

４月１０日（日）は、京都府知事選挙、与謝野町長選挙・町議会議員一般選挙の日です。さあ、投票へ行こう。

与
謝
野
町
、16
歳
。
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令
和
４
年
３
月
１
日
、

与
謝
野
町
は
16
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　
平
成
18
年
３
月
１
日
、
加
悦
町
・

岩
滝
町
・
野
田
川
町
が
合
併
し
、
与

謝
野
町
は
誕
生
し
ま
し
た
。
あ
の
日

か
ら
16
年
、
ま
ち
の
状
況
も
大
き
く

変
化
し
て
き
ま
し
た
。

　
合
併
時
の
人
口
は
２
万
５
７
２
０

人
（
平
成
18
年
３
月
末
）
で
し
た
が
、

現
在
は
２
万
６
１
４
人
（
令
和
４
年

１
月
末
）
と
な
り
、
約
５
０
０
０
人

減
少
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
同
様
の

傾
向
が
続
く
と
予
測
さ
れ
る
中
、
持

続
可
能
な
「
与
謝
野
町
」
と
す
る
た

め
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
に
は
、
10

年
、
20
年
、
さ
ら
に
そ
の
先
を
見
据

え
た
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
ま
ち
の
将
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
希
望
が
も
て
る
、
ま
た
、
先

人
か
ら
受
け
継
い
だ
産
業
と
豊
か
な

自
然
環
境
を
次
世
代
に
継
承
す
る
べ

く
、
こ
れ
か
ら
も
住
民
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

16th
Anniversary

●

平
成
18
年

●

与
謝
野
町
開
町

●

初
代
町
長
に
太お

お

田た

貴あ
つ

美み

氏
が
就
任

●

平
成
19
年

●

第
１
次
与
謝
野
町
総
合
計
画
策
定

●

平
成
20
年

●

与
謝
野
町
町
民
憲
章
制
定

●

平
成
21
年

●

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
ひ
ま
わ
り

（
町
営
バ
ス
）
運
行
開
始

●

平
成
22
年

●

有
線
テ
レ
ビ
拡
張
事
業
完
成

●

平
成
23
年

●

合
併
５
周
年
記
念
事
業
「
与
謝
野
町
岩
滝
大
名
行
列
」
開
催

●

「
ま
め
っ
こ
ま
い
ち
ゃ
ん
」
が
町
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
に
決
定

●

平
成
24
年

●

与
謝
野
町
中
小
企
業
基
本
条
例
制
定
（
京
都
府
内
初
）

●

木き

﨑ざ
き

良り
ょ
う
こ子

さ
ん
を
名
誉
町
民
と
し
て
表
彰

※ 

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
マ
ラ
ソ
ン
日
本
代
表

●

平
成
25
年

●

地
域
共
生
型
福
祉
施
設
「
や
す
ら
の
里
」
竣
工

●

丹
後
２
市
２
町
で
上
限
２
０
０
円
バ
ス
運
行
開
始

●

平
成
26
年

●

山や
ま

添ぞ
え

藤と
う

真ま

氏
が
２
代
目
町
長
に
就
任
（
全
国
最
年
少
町
長
）

●

平
成
27
年

●

野
田
川
駅
を
与
謝
野
駅
に
名
称
変
更

●

平
成
28
年

●

岩
屋
小
学
校
を
休
校
と
し
市
場
小
学
校
へ
統
合

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
「
か
え
で
こ
ど
も
園
」
開
園

●

第
26
回
全
国
椿
サ
ミ
ッ
ト
与
謝
野
大
会
開
催

●

平
成
29
年

●

「
農
業
Ｉ
Ｏ
Ｔ
ア
ワ
ー
ド
」
で
最
優
秀
自
治
体
賞
を
受
賞

●

平
成
30
年

●

平
成
31
年
・
令
和
元
年

●

図
書
館
７
市
町
広
域
連
携
に
よ
る
貸
出
開
始

●

第
２
次
与
謝
野
町
総
合
計
画
始
動

●

幼
保
連
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

「
か
や
こ
ど
も
園
」「
の
だ
が
わ
こ
ど
も
園
」
開
園

●

令
和
２
年

●

新
生
「
加
悦
小
学
校
」
開
校

●

宮
津
与
謝
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
竣
工

●

令
和
３
年

●

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
開
始

●

つ
ば
き
こ
ど
も
園
開
園

●

令
和
４
年

※ 

平
成
の
市
町
村
合
併

平
成
11
（
１
９
９
９
）
年
の
旧
合
併

特
例
法
の
改
正
に
よ
っ
て
始
ま
り
、

３
２
３
２
あ
っ
た
市
町
村
数
は
、
新

合
併
特
例
法
の
期
限
で
あ
る
平
成
21

（
２
０
１
０
）
年
３
月
31
日
ま
で
に

１
７
２
７
（
46
・
６
％
減
）
に
ま
で

減
少
し
ま
し
た
。
現
在
の
市
町
村
数

は
１
７
１
８
で
す
が
、
一
般
に
、
旧

合
併
特
例
法
改
正
か
ら
新
合
併
特
例

法
の
期
限
ま
で
に
合
併
し
た
ケ
ー
ス

が
「
平
成
の
市
町
村
合
併
」
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
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１．商品券が使用できないもの（一部抜粋）

国や地方公共団体等への支払い（税金、水道料金等の公共料金）

有価証券、商品券、ビール券、図書券、切手などの換金性の高いものの購入

たばこ事業法第２条第１項第３号に規定する製造たばこの購入

医療保険や介護保険などの一部負担金（処方箋が必要な医薬品を含む）

土地・家屋購入、家賃・地代・駐車料などの不動産に関わる支払い

事業の用に供するための物品・サービスなどの調達における支払い　など

■

■

■

■

■

■

２．商品券の取り扱い（一部抜粋）

商品券は、町が取扱店として登録した店舗での物品などの購入またはサービス

の提供を受ける際に使用できます。

商品券を現金化することはできません。

商品券の額面金額に満たない支払いをすることはできません。

使用期間を過ぎた商品券は使用できません。　など

■

■

■

■

３．その他

商品券取扱店舗は、折込チラシや町公式ホームページなどでお知らせします。■

使用
期間

配布
対象者

配布額

新型コロナ対策事業新型コロナ対策事業

第第２２弾弾

５
０
０
０
円
相
当
額
の

５
０
０
０
円
相
当
額
の

商
品
券
を
配
布
し
ま
す

商
品
券
を
配
布
し
ま
す

与
謝
野
町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
消
費
支

出
の
低
迷
に
対
し
、
町
内
消
費
の
喚
起
と
町
内
事
業
者
の
事
業
継
続
お
よ

び
売
上
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
収
入
減
に
よ
る
住
民
生
活
を
支
援
す
る

た
め
、
町
内
の
登
録
店
舗
で
使
用
で
き
る
１
人
あ
た
り
５
０
０
０
円
相
当

額
の
「
第
２
弾
よ
さ
の
地
域
支
え
あ
い
商
品
券
」
を
全
住
民
の
皆
さ
ん
に

配
布
し
ま
す
。
　
問
　
商
工
振
興
課 

☎
４
３
・
９
０
１
２

見　本

１人当たりの額面総額

5,000 円（500 円券× 10 枚）

４月１日 ９月 30 日～金 金

令和４年

令和４年２月１日現在で、与謝野町住民

基本台帳に記載されている全ての住民

郵便による配布
※ ３月中下旬から順次配布します。地域によって

配達時期にずれが生じますのでご了承ください。

その他注意事項など

配布
方法

地域のみらいを考える

地域の取り組み
　令和２年度から実施している協働のまちづくり調査事業も早２年が経過しようとしています。事業を実施

する４区（金屋区・三河内区・岩屋区・四辻区）では、新型コロナウイルス感染症の影響を受けながらも、

それぞれの取り組みを一歩ずつ進めてきました。（広報よさの令和３年６月号、１０月号に掲載）

　持続可能な地域の仕組みや、地域と行政との協働のあり方について、これらの取り組みを通じて見えてき

たものは何か。協働のまちづくり調査事業の折り返しとして振り返ります。

金屋区

地区公民館を老若男女が

集う憩いの場に

将
来
に
わ
た
り
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

金
屋
区
で
あ
る
た
め
に
、
地
域
の

み
ら
い
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
進
め
て
き

た
金
屋
地
域
づ
く
り
推
進
委
員
会
。
地
域

の
目
指
す
べ
き
姿
「
若
者
が
戻
り
た
い
と

思
え
る
地
域
」「
高
齢
者
も
い
き
い
き
暮

ら
せ
る
地
域
」「
区
民
同
士
の
交
流
が
あ

る
地
域
」「
人
が
人
を
呼
ぶ
好
循
環
を
生

み
出
す
地
域
」
を
話
し
合
う
中
で
見
え
て

き
た
こ
と
は
、
地
域
内
に
楽
し
い
場
所
を

つ
く
り
区
民
の
絆
を
深
め
る
た
め
、
金
屋

地
区
公
民
館
を
拠
点
と
し
た
取
り
組
み
が

展
開
で
き
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
拠
点
施
設
と
し
て
地
区
公
民
館
を
考
え

た
と
き
に
、
常
時
開
館
と
す
る
運
営
体
制

は
ど
の
よ
う
に
組
め
る
の
か
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
が
集
う
仕
掛
け
と
し
て
何

が
考
え
ら
れ
る
か
、
ま
た
、
情
報
発
信
力

を
高
め
る
方
法
は
何
か
。
将
来
に
わ
た
り

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
具
体
的
な
提
言
に
向

け
て
、
引
き
続
き
「
か
が
や
け
金
屋
人
」

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
と
お
し
て
、
老
若
男
女

が
集
う
憩
い
の
場
づ
く
り
に
つ
い
て
検
討

が
続
き
ま
す
。

　
地
域
の
核
と
な
る
地
区
公
民
館
か
ら

「
20
年
後
も
か
が
や
く
金
屋
」
づ
く
り
を

発
信
し
て
い
く
取
り
組
み
に
注
目
で
す
。

《
事
業
へ
の
思
い
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
》

近
い
将
来
、
区
民
の
減
少
、
高
齢
化
は
避

け
て
通
れ
な
い
道
で
す
。
今
や
ら
な
い
と

い
け
な
い
こ
と
は
多
く
あ
り
ま
す
。
町
ま

か
せ
、
他
人
ま
か
せ
で
は
な
く
、
20
年
後

も
輝
い
て
い
る
町
に
し
ま
し
ょ
う
。

「かがやけ金屋人」ミーティングの様子

特集 協働のまちづくり調査事業

　人口減少や少子高齢化は、与謝野町に限った話ではありません。多くの

自治体や地域が直面しているように、私たちの身近な社会環境や地域活動

にもさまざまなかたちで影響が出ています。この調査事業では、地域の担

い手不足、地域コミュニティの衰退、地域活動の縮減、交流機会の減少、

空き家・空き地の増加など、事業を実施している４区に共通した課題や将

来に対する不安が見えてきました。地域自らが地域の実態とニーズを捉え、

みらいの地域の姿を考え、動き出す試みが始まっています。

みらいに向けて動き出す地域

－ ４区の取り組みを振り返る －
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町
内
で
一
番
人
口
が
多
い
三
河
内

区
。
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課
題
に
直

面
す
る
中
で
特
に
注
目
し
た
こ
と
は
、
豊

か
な
人
間
関
係
と
地
域
で
活
躍
す
る
人
材

の
育
成
と
い
う
視
点
で
し
た
。
持
続
可
能

な
三
河
内
区
の
実
現
を
目
指
す
「
三
河
内

の
将
来
像
を
考
え
る
会
」
で
は
、
若
い
世

代
を
対
象
に
、
自
分
た
ち
の
生
ま
れ
育
っ

た
地
域
の
歴
史
や
文
化
、
暮
ら
し
を
は
じ

め
、
区
有
林
や
区
内
の
施
設
な
ど
の
現
状

や
課
題
を
知
る
地
域
学
習
を
実
施
。
区
民

自
ら
が
講
師
と
な
っ
た
講
座
や
外
部
講
師

を
招
い
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
、
工

夫
を
凝
ら
し
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
次
の

課
題
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

■ 

事
業
へ
の
理
解
を
深
め
、
地
域
づ
く

り
へ
の
意
識
を
高
め
る
こ
と

■ 

若
い
世
代
や
女
性
な
ど
の
多
様
な
人

が
、
主
体
的
に
地
域
活
動
に
参
加
し
交
流

す
る
こ
と

■ 

実
施
し
た
事
業
の
検
証
と
参
加
者
や

関
係
者
の
充
足
感
を
把
握
す
る
こ
と

　
地
域
づ
く
り
は
人
づ
く
り
か
ら
。
三
河

内
の
将
来
像
を
考
え
る
会
で
は
、
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
地
域
の
担
い
手
や
地
域
で

活
躍
す
る
人
材
を
育
て
る
継
続
的
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
く
た
め
、
人
材
育
成
を

目
的
と
し
た
組
織
『
三
河
内
未
来
塾
』
の

設
立
を
目
指
し
た
話
し
合
い
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

《
事
業
へ
の
思
い
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
》

な
い
物
ね
だ
り
を
せ
ず
、
今
あ
る
地
域
の

財
産
を
見
つ
け
、
磨
き
上
げ
て
宝
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

一
足
早
く
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
き
た
岩
屋
区
で
は
、
地
域
が
抱

え
る
不
安
や
課
題
が
増
え
る
中
、
地
域
資

源
を
活
か
し
た
取
り
組
み
や
区
民
の
暮
ら

し
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
活
動
、
町
内
外
を
問

わ
な
い
つ
な
が
り
と
交
流
を
大
切
に
し
て

き
ま
し
た
。
岩
屋
を
お
も
う
地
域
愛
と
、

人
も
自
然
も
豊
か
な
暮
ら
し
が
１
０
０
年

後
（
３
世
代
先
）
に
も
つ
な
が
る
地
域
を

考
え
よ
う
と
発
足
し
た
の
が
、
１
０
０
年

暮
ら
し
が
繋
が
る
地
域
づ
く
り
推
進
委
員

会
、
通
称
「
１
０
０
ク
ラ
」
で
す
。

　
１
０
０
ク
ラ
で
は
、
区
民
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
な
ど
か
ら
、
地
域
へ
の
関
心
は
子

ど
も
の
こ
ろ
か
ら
の
地
域
と
の
関
係
性
に

あ
る
の
で
は
と
仮
定
。
自
主
的
・
自
発
的

な
活
動
の
促
進
と
、
子
ど
も
や
若
者
な
ど

次
代
を
担
う
人
づ
く
り
に
着
目
し
た
「
誰

で
も
気
軽
に
参
加
し
楽
し
み
な
が
ら
地
域

貢
献
で
き
る
」
取
り
組
み
や
、「
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上
に
つ
な
が

る
」
取
り
組
み
、
そ
し
て
「
地
域
が
ゆ
る

く
つ
な
が
る
」仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
し
、

「
で
き
る
こ
と
か
ら
実
践
！
」
を
合
言
葉

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
つ
な
が
り
と
自
助
・
共
助
・

公
助
で
つ
く
る
「
１
０
０
年
後
に
も
暮
ら

し
が
つ
な
が
る
岩
屋
」
に
つ
い
て
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
、
地
域
み
ん
な
が
共
に

考
え
行
動
す
る
き
っ
か
け
づ
く
り
の
模
索

が
続
い
て
い
ま
す
。

《
事
業
へ
の
思
い
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
》

「
わ
た
し
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
っ
て

お
も
し
ろ
い
、
な
ん
か
い
い
と
こ
ろ
」
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
何
か
を
皆
さ
ん

と
一
緒
に
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 「ごみを拾って岩屋ぐるり旅」の様子

「フォト散策」の様子

岩屋区

子どもも大人もみんなで

地域づくりを

三河内区

地域が育てる

“地域で活躍する”人材

表
面
化
す
る
地
域
課
題
に
対
応
で
き

る
自
治
会
の
あ
り
方
の
検
討
や
、

地
域
の
実
情
や
時
代
に
合
っ
た
組
織
づ
く

り
を
進
め
て
い
る
四
辻
区
。
区
・
区
民
・

区
内
各
種
団
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
に
よ
っ
て
取
り
組
め
る
自
治

会
活
動
に
つ
い
て
議
論
が
続
い
て

い
ま
す
。

　
四
辻
区
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

ペ
ー
ジ
で
は
、
自
治
会
広
報
紙
「
四

辻
区
だ
よ
り
」
を
は
じ
め
、
公
民

館
事
業
や
地
域
情
報
を
積
極
的
に

発
信
し
、
地
域
内
外
へ
の
情
報
発

信
に
も
注
力
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
地
域
づ
く
り
に
重
要
な
視

点
と
し
て
、「
自
治
会
活
動
や
地
域

活
動
の
可
視
化
」「
情
報
や
デ
ー
タ
の
収

集
と
活
用
」
へ
の
挑
戦
を
掲
げ
、
情
報
発

信
の
さ
ら
な
る
強
化
に
向
け
て
、
現
在
、

区
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
に
向
け
た

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自

治
会
活
動
の
縮
小
や
空
き
家
の
増
加
に
備

え
る
べ
く
、
環
境
美
化
や
保
全
の
た
め
の

検
討
会
を
開
催
し
、
現
状
把
握
と
課
題
解

決
に
向
け
た
研
究
も
進
め
る
予
定
で
す
。

　
課
題
解
決
に
対
す
る
意
識
の
差
や
新
た

な
試
み
へ
の
意
欲
な
ど
の
課
題
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
持
続
可
能
で
安
心
・
安
全
な
地

域
づ
く
り
に
向
け
た
協
働
の
あ
り
方
と
、

既
存
の
枠
を
超
え
る
自
治
会
活
動
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
検
討
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

《
事
業
へ
の
思
い
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
》

一
皮
む
け
た
自
治
会
活
動
を
目
指
し
て
、

今
年
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
ま
す
。

地域の情報や話題を SNS で発信中

四辻区

四辻チャレンジ！

一皮むけた自治会活動を

目指して

今
回
の
交
流
会
も
福

知
山
公
立
大
学
地

域
経
営
学
部
の
杉す

ぎ

岡お
か

秀ひ
で

紀の
り

准
教
授
を
講
師
に
迎
え
、

『
持
続
可
能
な
地
域
づ
く

り
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可

能
な
開
発
目
標
）』
を
テ
ー

マ
に
、
地
域
の
持
続
可
能

性
を
話
し
合
う
上
で
必
要

な
視
点
「
自
分
よ
し
、
他

人
よ
し
、
社
会
よ
し
、
未

来
よ
し
」
に
つ
い
て
、
ま

た
、
企
業
と
地
域
と
の
連

携
や
20
年
先
、
30
年
先
を

も
見
据
え
た
将
来
世
代
を
意
識
し
た
地
域

活
動
の
重
要
性
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

地域支援員意見交流会を開催地域支援員意見交流会を開催
令和３年 11 月 17 日　＠知遊館令和３年 11 月 17 日　＠知遊館

さ
ら
に
、
社
会
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む

企
業
と
し
て
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
企
業
認
証
」

を
受
け
て
い
る
株
式
会
社
丹
後
乳
販
の
井い

の

上う
え

泰や
す

典の
り

社
長
か
ら
、
会
社
の
理
念
や
地
域

の
一
企
業
と
し
て
考
え
る
未
来
と
地
域
の

た
め
に
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
、
実
際
の

取
り
組
み
事
例
を
交
え
た
話
を
聞
き
ま
し

た
。

　
後
半
で
は
、
地
域
ご
と
に
分
か
れ
て

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
現
在
取
り
組

ん
で
い
る
事
業
や
区
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
地

域
活
動
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
視
点
で
振
り
返
り
ま

し
た
。
参
加
者
同
士
が
各
地
域
の
現
状
や

課
題
、
活
動
へ
の
ア
イ
デ
ア
や
ヒ
ン
ト
を

共
有
し
、
未
来
に
つ
な
が
る
地
域
活
動
に

つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

SDGs の視点で振り返る地域活動

意見交換会をグラフィックで記録

特集 協働のまちづくり調査事業
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コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
活
を
強
い
ら

れ
て
早
２
年
近
く
が
過
ぎ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
各
公
民

館
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
最
優
先
に

考
え
な
が
ら
も
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
た
め
の
「
人
づ
く
り
」「
つ
な

が
り
づ
く
り
」「
地
域
づ
く
り
」

を
大
切
に
し
た
公
民
館
事
業
を
展

開
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
も
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
、
各
公
民
館
と
も
計
画
ど

お
り
に
事
業
を
実
施
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
公
民
館

で
工
夫
し
た
取
り
組
み
を
行
い
、

何
と
か
今
年
度
の
公
民
館
活
動
を

終
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
は
、
楽

し
か
っ
た
り
嬉
し
か
っ
た
り
思
わ

ぬ
喜
び
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
訪
れ
る
皆
さ
ん
に
居
場
所
が

あ
り
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を

感
じ
、
心
が
温
か
く
な
る
そ
ん
な

笑
顔
の
集
ま
る
公
民
館
で
あ
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

岩
滝
地
域
公
民
館（
知
遊
館
）

館
長
　
矢や

の野
　
貞さ

だ

夫お

まなびだより

岩
滝
地
域
公
民
館
で
は
、

例
年
、
映
画
会
（
８

月
）
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス

タ
（
10
月
）
、
音
楽
会
（
12

月
）
の
３
つ
の
大
き
な
イ
ベ
ン

ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
音

楽
会
は
開
催
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
年
度
は
、
何
と
か
３

つ
と
も
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

映
画
会
は
、
京
都
府
人
権
啓

発
ユ
ニ
ッ
ト
派
遣
事
業
を
活
用

し
、
８
月
７
日
に
「
歌
と
映
画

で
つ
づ
る
人
権
の
つ
ど
い
」
と

題
し
て
実
施
。
鮎あ

ゆ

川か
わ

め
ぐ
み
さ

ん
の
ト
ー
ク
や
児
童
合
唱
団
に

よ
る
合
唱
、
映
画
上
映
の
ほ

か
、
人
権
啓
発
の
パ
ネ
ル
展
示

な
ど
も
行
い
、
人
権
問
題
を
考

え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ

は
、
残
念
な
が
ら
今
年
も
無
観

客
で
の
収
録
と
な
り
ま
し
た
。

出
演
者
の
皆
さ
ん
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
す
る
機
会
を
提
供
し

た
い
、
た
く
さ
ん
の
方
に
見
て

い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
で

こ
の
か
た
ち
に
し
ま
し
た
。
参

加
し
て
い
た
だ
い
た
５
団
体
の

皆
さ
ん
の
す
ば
ら
し
い
演
奏

が
、
有
線
テ
レ
ビ
を
と
お
し
て

皆
さ
ん
に
届
い
た
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

音
楽
会
は
、
音
楽
を
愛
す
る

多
く
の
方
に
楽
器
の
生
演
奏
に

触
れ
る
機
会
を
提
供
し
た
い
と

い
う
思
い
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
こ
何
年
か
は
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
会
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
今
年
度
は
、
多
く
の

年
代
層
の
方
に
楽
し
ん
で
も
ら

う
た
め
、「
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン

サ
ー
ト
」
と
題
し
、マ
リ
ン
バ
・

打
楽
器
・
ア
ン
デ
ス
楽
器
な
ど

で
構
成
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
。
コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
園
児
や
小
学
生
の
参
加
も

あ
り
、
各
年
代
か
ら
１
０
０
人

を
超
え
る
方
が
参
加
さ
れ
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

次
年
度
も
「
集
う
場
」
を
大

切
に
し
て
、
文
化
の
香
り
高
い

町
づ
く
り
に
寄
与
す
る
た
め

に
、
皆
さ
ん
か
ら
の
感
想
な
ど

も
参
考
に
し
な
が
ら
、
よ
り
良

い
も
の
を
作
り
上
げ
て
い
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

「
集
う
場
」
を
活
用
し
て
の

町
づ
く
り

中
央
公
民
館
で
は
、
夏
休

み
に
子
ど
も
た
ち
を
対

象
に
「
夏
休
み
講
座
」
と
し
て

科
学
教
室
、
折
り
紙
教
室
、
お

や
つ
作
り
教
室
、
木
工
教
室
、

中
学
生
自
主
学
習
、
小
学
生
宿

題
教
室
の
６
つ
の
講
座
を
開
講

し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
防
止
の
た
め
す
べ
て
の
講
座

を
中
止
し
、
公
民
館
は
、
ひ
っ

そ
り
し
た
７
・
８
月
に
な
り
ま

し
た
。

今
年
度
当
初
は
、「
講
座
を

開
く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う

か
」
と
不
安
で
し
た
が
、
計
画

し
て
い
た
英
語
教
室
（
11
年
ぶ

り
の
再
開
）、
科
学
教
室
、
折

り
紙
教
室
、
木
工
教
室
、
小
学

生
宿
題
教
室
、
中
学
生
自
主
学

習
教
室
の
６
つ
の
講
座
は
、
感

染
予
防
対
策
を
徹
底
し
て
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参

加

は

約

２
０
０
人

で
一
昨
年

の
半
数
で

し
た
が
、

２
年
ぶ
り

に
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
講
師
の
皆
様
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

講
座
に
参
加
し
た
子
ど
も

た
ち
か
ら
は
、「
た
く
さ
ん
の

人
と
交
流
が
で
き
て
よ
か
っ

た
」「
ま
た
来
年
も
参
加
し
た

い
」「
集
中
し
て
取
り
組
め
る

環
境
だ
っ
た
」「
も
っ
と
日
数

を
増
や
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の

感
想
が
あ
り
ま
し
た
。
来
年
度

も
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
参

加
し
て
く
れ
る
よ
う
、
魅
力
あ

る
講
座
を
計
画
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

中央
公民館

２
年
ぶ
り
の

夏
休
み
講
座

岩滝地域
公民館

（知遊館）

人づくり、つながりづくり、地域づくりを支える公民館活動

■ 知遊館＆公民館の広報紙「まなびだより」

クリスマスコンサートの様子

■ 知遊館＆公民館の広報紙「まなびだより」

折
り
紙
教
室
の
様
子

石田地区
公民館

コ
ロ
ナ
禍
で
の

公
民
館
活
動
の
推
進

コ
ロ
ナ
禍
、
緊
急
事
態
宣

言
発
令
で
、
公
民
館
事

業
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い

中
、
石
田
地
区
公
民
館
で
は
、

令
和
３
年
度
も
多
く
の
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。例

年
行
っ
て
い
る
夏
休
み
の

子
ど
も
向
け
勉
強
会
は
中
止
し

ま
し
た
が
、
代
替
事
業
と
し

て
「
ポ
ニ
ー
乗
馬
体
験
」
を
実

施
。
夏
休
み
に
家
族
で
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
屋
外
で
生
き
た

動
物
に
ふ
れ
あ
う
ポ
ニ
ー
乗
馬

は
、
大
変
貴
重
な
楽
し
い
体
験

に
な
っ
た
と
の
感
想
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
秋
に
は
、「
運
動

を
楽
し
む
会
（
ミ
ニ
運
動
会
）」

や
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
」
を

地
区
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
。

ま
た
、「
寄
せ
植
え
教
室
」
を

公
民
館
前
広
場
で
開
催
す
る
な

ど
、
屋
外
で
行
う
事
業
を
気
候

が
安
定
し
た
時
期
に
実
施
し
ま

し
た
。
屋
外
実
施
事
業
は
、
３

密
を
避
け
る
意
味
で
は
非
常
に

効
果
的
で
、
今
後
も
積
極
的
に

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

年
末
の
人
権
週
間
に
は
、
男

女
共
同
参
画
を
題
材
と
し
て
福

知
山
在
住
の
女
性
落
語
家
に
よ

る
「
女
流
落
語
家
奮
闘
記
」
と

題
し
た
講
演
と
、
新
作
落
語
一

席
を
人
権
講
座
と
し
て
開
催
し

ま
し
た
。地
区
の
方
々
か
ら
は
、

人
権
講
座
は
敷
居
が
高
く
参
加

し
に
く
い
と
い
う
声
を
多
く
聞

く
こ
と
か
ら
、
落
語
を
ツ
ー
ル

に
柔
ら
か
い
表
現
で
人
権
に
つ

い
て
語
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
企

画
し
ま
し
た
。
足
腰
が
良
く
な

く
、
落
語
に
興
味
は
あ
っ
て
も

会
場
が
遠
方
だ
と
行
き
づ
ら

い
、
と
い
う
ご
高
齢
の
方
に
、

慣
れ
た
公
民
館
で
生
の
落
語
に

触
れ
て
い
た
だ
き
、
大
変
良

か
っ
た
と
の
感
想
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

主
要
事
業
で
あ
る「
文
化
祭
」

は
、
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ

れ
ま
し
た
が
、
運
営
側
の
準
備

不
足
な
ど
で
中
止
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
た
め
、
そ
れ
に
代
わ

る
事
業
「
木
管
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

コ
ン
サ
ー
ト
」
を
３
月
に
開
催

す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、昨
年
度
同
様
に「
公

民
館
だ
よ
り
」
を
７
号
ま
で
作

成
し
、
地
域
内
全
戸
に
配
布
し

ま
し
た
。
年
間
９
回
発
行
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
表
面
の
公
民

館
事
業
の
案
内
の
ほ
か
、
裏
面

に
は
地
域
個
性
を
醸
成
す
る
た

め
、
身
近
な
話
題
を
掘
り
起
こ

し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

人権講座での落語家の講演
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滝地区
公民館

コ
ロ
ナ
禍
で
の
活
動

令
和
３
年
度
は
、
緊
急
事

態
宣
言
や
ま
ん
延
防
止

等
重
点
措
置
が
出
た
り
解
除
さ

れ
た
り
、
コ
ロ
ナ
に
振
り
回
さ

れ
た
１
年
で
し
た
。
密
閉
、
密

集
、
密
接
を
避
け
る
た
め
、
多

く
の
人
を
集
め
て
実
施
す
る
事

業
は
、
ほ
ぼ
中
止
に
せ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
中
で
「
夏
祭
り
」
の

事
業
と
し
て
花
火
の
打
ち
上
げ

を
行
い
ま
し
た
。
例
年
の
よ
う

に
公
民
館
に
多
く
の
区
民
が
集

ま
り
、
屋
台
や
ゲ
ー
ム
、
舞
台

で
の
演
奏
・
歌
な
ど
を
楽
し
む

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
花
火
の
打
ち
上
げ
の
み
を

行
い
ま
し
た
。
区
民
の
方
が
密

を
避
け
な
が
ら
各
家
庭
や
近
く

の
観
覧
で
き
る
場
所
か
ら
花
火

を
見
て
、
短
い
時
間
で
し
た
が

夏
祭
り
の
雰
囲
気
を
楽
し
め
た

と
思
い
ま
す
。

ど
う
し
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
を
理
由
に
、
事

業
を
止
め
る
方
向
に
な
る
中

で
、
事
業
の
中
心
と
な
る
そ
れ

ぞ
れ
の
リ
ー
ダ
ー
や
メ
ン
バ
ー

の
皆
さ
ん
が
、
長
年
や
っ
て
き

た
こ
と
を
何
と
か
継
続
し
た
い

と
い
う
思
い
か
ら
、
対
策
を
考

え
な
が
ら
「
ヨ
ガ
教
室
」「
滝

サ
ロ
ン
」「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」「
ク

リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
」「
生
け
花
」
な
ど
の
事
業

を
行
い
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
会
は
、
時
間
を

短
縮
し
ま
し
た
が
、
人
権
ビ
デ

オ
の
鑑
賞
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で

子
ど
も
た
ち
は
楽
し
ん
で
く
れ

た
と
思
い
ま
す
。生
け
花
で
は
、

先
生
に
指
導
を
受
け
な
が
ら
各

自
完
成
さ
せ
、
各
家
庭
で
飾
ら

れ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
公

民
館
の
玄
関
の
大
き
な
鉢
に
も

花
を
生
け
て
、
公
民
館
に
も
新

年
が
来
た
よ
う
で
し
た
。
区
民

の
皆
さ
ん
が
公
民
館
を
訪
れ
た

と
き
に
き
っ
と
楽
し
ん
で
く
れ

た
と
思
い
ま
す
。

高
齢
化
や
少
子
化
が
進
む
中

で
状
況
は
徐
々
に
悪
く
な
る
と

思
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
公
民

館
活
動
を
通
じ
て
地
区
の
活
性

化
に
協
力
し
て
く
れ
る
人
が
い

る
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
来
年
度
こ
そ
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
収

ま
り
事
業
の
参
加
者
も
増
え

て
、
皆
さ
ん
が
楽
し
み
つ
つ
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う

に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

加悦地域
公民館

今
年
の
夏
は
、
２
年
ぶ
り

に
小
学
生
を
対
象
と
し

た
「
自
然
体
験
教
室
」
を
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

午
前
中
は
学
習
教
室
、
午
後

か
ら
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
加

悦
双そ

う

峰ぼ
う

公
園
に
向
か
い
ま
し

た
。
真
夏
の
厳
し
い
暑
さ
で
し

た
が
、
双
峰
公
園
の
涼
し
い
風

に
助
け
ら
れ
、
小
学
生
34
人
が

元
気
よ
く
ミ
ニ
登
山
を
楽
し
み

ま
し
た
。
道
す
が
ら
、
自
然
観

察
ガ
イ
ド
の
青あ

お

木き

順じ
ゅ
ん
い
ち

一
さ
ん
か

ら
、
草
花
や
樹
木
の
名
称
、
シ

カ
の
食
害
の
跡
な
ど
を
説
明
し

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ゆ
っ
く

り
と
尾
根
を
目
指
し
ま
し
た
。

尾
根
で
は
、
加
悦
小
学
校
の
校

歌
を
み
ん
な
で
大
合
唱
し
ま
し

た
。
ま
た
、
民
生
児
童
委
員
加

悦
支
部
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
楽

し
い
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
た
だ

き
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
歓

声
が
双
峰
公
園
に
大
き
く
響
き

ま
し
た
。

近
年
、
子
ど
も
た
ち
は
、
山

や
川
な
ど
自
然
と
接
す
る
機
会

が
ず
い
ぶ
ん
少
な
く
な
り
ま
し

た
。
一
昔
前
な
ら
放
課
後
は
、

年
齢
の
違
う
近
所
の
子
ど
も
た

ち
が
集
ま
り
、
山
の
中
を
駆
け

回
っ
た
り
、
川
へ
魚
取
り
や
魚

釣
り
に
出
か
け
る
の
が
常
で
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
家
の
中

で
過
ご
す
こ
と
が
特
に
多
く

な
っ
た
昨
今
で
す
が
、
子
ど
も

時
代
に
触
れ
た
自
然
や
生
き
物

と
の
体
験
は
、
と
て
も
か
け
が

え
の
な
い
も
の
で
あ
り
、
と
て

も
貴
重
な
も
の
で
す
。

加
悦
地
域
公
民
館
で
は
、
大

人
を
対
象
と
し
た
生
涯
学
習
講

座
と
し
て「
つ
ま
み
細
工
講
座
」

「
寄
せ
植
え
体
験
講
座
」「
ミ
ニ

音
楽
会
」
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

大
切
な

公
民
館
講
座
と
は

す
。
ま
た
、
小
中
学
生
を
対
象

と
し
て
「
夏
休
み
学
習
教
室
」

「
折
紙
教
室
」「
も
の
づ
く
り
木

工
教
室
」「
将
棋
体
験
教
室
」

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今

後
も
引
き
続
き
、
小
中
学
生
を

対
象
と
し
た
講
座
や
教
室
の
開

催
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
多
く

の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

生け花教室の様子

自然体験教委室で大江山の尾根を目指す児童

し
て
い
ま
す
。

末
筆
に
な
り
ま
し
た
が
、
参

加
者
の
募
集
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
加
悦
小
学
校
様
を
は
じ

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
や
講
座

の
指
導
者
、
講
師
と
し
て
快
く

ご
承
諾
い
た
だ
き
、
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
多
く
の
地
域
の
皆

さ
ん
に
心
か
ら
厚
く
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
　

■ 知遊館＆公民館の広報紙「まなびだより」

三河内地区
公民館

参
加
者
の
笑
顔
に

癒
さ
れ
て

公
民
館
主
事
と
し
て
、
公

民
館
事
業
を
計
画
し
て

実
行
す
る
に
あ
た
っ
て
、
い
つ

も
大
切
に
思
う
こ
と
は
「
参
加

者
の
笑
顔
」
に
出
会
う
こ
と
で

す
。
そ
の
笑
顔
に
出
会
え
る
背

景
に
は
、
多
く
の
皆
様
の
ご
協

力
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
常
々
感

謝
を
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

参
加
を
し
て
く
だ
さ
る
区
民
の

皆
様
が
、
参
加
し
て
よ
か
っ
た

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
魅
力
あ

る
事
業
に
す
る
た
め
に
、
ど
の

よ
う
に
組
み
立
て
展
開
す
れ
ば

よ
い
の
か
、
い
つ
も
頭
を
悩
ま

せ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
事
業

に
協
力
い
た
だ
く
人
と
人
の
つ

な
が
り
の
中
か
ら
、
一
つ
ま
た

一
つ
と
新
し
い
発
想
が
わ
き
出

し
、
さ
ら
な
る
工
夫
を
生
み
出

し
ま
す
。
結
果
、
皆
様
か
ら
の

「
あ
り
が
と
う
、
ご
苦
労
さ

ん
」
の
言
葉
と
笑
顔
に
事
業
責

任
者
と
し
て
い
や
さ
れ
続
け
て

い
ま
す
。

令
和
３
年
度
事
業
は
、
緊
急

事
態
宣
言
の
発
令
な
ど
が
繰
り

返
さ
れ
、
企
画
会
議
を
持
つ
こ

と
も
ま
ま
な
ら
ぬ
中
、
宣
言
解

除
後
の
10
月
以
降
よ
う
や
く
本

格
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
夏

休
み
学
童
支
援
事
業

「
ひ
る
ご
は
ん
づ
く

り
」
を
皮
切
り
に
、

区
民
研
修
会
、
音
楽

講
座
、
料
理
教
室
、

文
化
祭
、
年
末
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
迎

春
寄
せ
植
え
教
室

は
、
多
く
の
参
加
を

い
た
だ
き
す
べ
て
完

了
し
ま
し
た
。
ま
た
、

人
材
育
成
（
通
年
度
）

事
業
も
少
し
ず
つ
で

は
あ
り
ま
す
が
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
の
拠
点
で
あ
る
公

民
館
で
は
、
俳
句
教
室
・
盆
栽

教
室
・
陶
芸
教
室
・
写
真
ク
ラ

ブ
が
定
期
的
に
活
発
に
活
動
さ

れ
て
お
り
、
ま
た
、
婦
人
会
の

生
け
花
や
ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル
、
各

種
団
体
会
議
に
も
公
民
館
を
活

用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後

も
区
民
の
皆
様
の
ご
要
望
に
沿

う
「
が
ん
ば
る
三
河
内
公
民

館
！
」
宣
言
を
記
し
、
事
業
紹

介
と
い
た
し
ま
す
。

キラキラ光るトンネル
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健やか広場　フレイルを予防して健やかに過ごしましょう 

体
を
動
か
す
こ
と
が
大
切

体
を
動
か
す
こ
と
が
大
切

　
昨
年
度
と
今
年
度
、
住
民
健
診
を

受
診
し
た
75
歳
以
上
の
方
に
、
現
在

の
健
康
状
態
や
生
活
習
慣
な
ど
に
つ

い
て
伺
い
ま
し
た
。
２
年
間
を
比

較
し
て
み
る
と
、「
６
ヵ
月
間
で
２

～
３
㎏
以
上
の
体
重
減
少
が
あ
る
」

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
運
動
を
週

に
１
回
以
上
し
て
い
な
い
」「
以
前

に
比
べ
て
歩
く
速
度
が
遅
く
な
っ
て

き
た
」
の
３
項
目
で
、
昨
年
度
よ
り

該
当
す
る
方
が
微
増
し
て
い
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
楽
し
く
食
事
を
し

た
り
、
外
出
す
る
機
会
が
減
っ
て
い

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
元
気
で
過
ご

す
た
め
に
は
、
し
っ
か
り
と
食
事
を

と
る
こ
と
、
散
歩
な
ど
体
を
動
か
す

機
会
を
作
る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
高
齢
期
の
や
せ
は
、
肥

満
よ
り
も
死
亡
率
が
高
く
な
る
と
い

う
調
査
結
果
も
あ
り
ま
す
の
で
、
体

重
管
理
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

そ
の
症
状
、
フ
レ
イ
ル
か
も

そ
の
症
状
、
フ
レ
イ
ル
か
も

　「
フ
レ
イ
ル
」

と
い
う
言
葉
を
ご

存
知
で
す
か
？
　

フ
レ
イ
ル
と
は
、
体
や
心
の
働
き
、

社
会
的
な
つ
な
が
り
が
弱
く
な
っ
た

状
態
の
こ
と
で
、
放
置
す
る
と
要
介

護
状
態
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
最
近
疲
れ
や
す
く
何
を
す
る
の

も
面
倒
、
体
重
が
意
図
せ
ず
に
減
少

し
て
き
た
と
い
う
よ
う
な
傾
向
が
み

ら
れ
た
ら
、
も
し
か
し
た
ら
フ
レ
イ

ル
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
早

め
に
対
処
す
れ
ば
健
康
な
状
態
に
戻

る
こ
と
は
可
能
で
す
。
フ
レ
イ
ル
予

防
に
は
、
栄
養
を
し
っ
か
り
と
る
こ

と
、
適
度
に
運
動
す
る
こ
と
、
社
会

参
加
を
し
て
人
と
の
か
か
わ
り
を
も

つ
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

食
生
活
か
ら
見
直
そ
う

食
生
活
か
ら
見
直
そ
う

　
食
事
は
体
を
作
り
、
活
力
の
源
と

な
る
も
の
で
す
。
次
の
３
つ
の
ポ
イ

ン
ト
を
確
認
し
て
、普
段
の
食
事
を
、

今
一
度
ふ
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

１
日
３
食
し
っ
か
り
と
る

　
１
食
で
も
欠
け
た
り
す
る
と
必
要

な
栄
養
量
を
摂
取
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
特
に
、
高
齢
に
な
る
と
１

回
に
食
べ
る
量
が
以
前
よ
り
少
な
く

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
３
回

食
事
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

１
日
２
回
以
上
、
主
食
・
主
菜
・

副
菜
を
組
み
合
わ
せ
て
食
べ
る

　
ご
は
ん
な
ど
の
主
食
、
肉
や
魚
、

卵
、
大
豆
製
品
な
ど
の
た
ん
ぱ
く
質

を
使
っ
た
メ
イ
ン
の
お
か
ず
で
あ
る

主
菜
、
野
菜
や
き
の
こ
類
、
海
藻
類

を
使
っ
た
副
菜
の
そ
ろ
っ
た
食
事
を

意
識
す
る
こ
と
で
、
自
然
と
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
食
事
に
な
り
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
食
品
を
食
べ
る

　
食
品
に
含
ま
れ
て
い
る
栄
養
素

は
、
１
種
類
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い

ろ
い
ろ
な
食
品
を
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
必
要
な
栄
養
素
を
摂
取
す

る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
魚
類
・
油
脂

類
・
肉
類
・
乳
製

品
・
野
菜
類
・
海

藻
類
・
芋
類
・
卵
・

大
豆
製
品
・
果
物

の
10
食
品
を
と
る

こ
と
を
意
識
す
る

と
、
バ
ラ
ン
ス
が
と
り
や
す
く
な
り

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
頭
文
字
を
と
っ

て
『
さ
あ
に
ぎ
や
か
に
い
た
だ
く
』

と
い
う
言
葉
を
合
言
葉
に
、
そ
の
う

ち
の
７
種
類
摂
取
を
１
日
の
目
標
と

し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
食
品
を
と
る
こ

と
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

　
中
で
も
、
特
に
高
齢
期
の
方
に

と
っ
て
い
た
だ
き
た
い
の
が
「
た
ん

ぱ
く
質
」
で
す
。
た
ん
ぱ
く
質
が
不

足
す
る
と
体
力
や
免
疫
力
、
筋
肉
量

が
減
少
し
、
活
動
量
の
低
下
か
ら
寝

た
き
り
に
つ
な
が
っ
た
り
、
転
倒
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
低
栄
養
や
高
齢

の
方
は
よ
り
一
層
た
ん
ぱ
く
質
を
含

む
食
品
を
意
識
し
て
と
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
１
食
の
目
安
量
は
、
手
の

ひ
ら
に
の
る
く
ら
い
の
量
で
す
。

※ 

か
か
り
つ
け
医
か
ら
疾
病
の
関
係
で

個
別
に
指
示
が
あ
る
場
合
は
、
そ
ち
ら
に

従
っ
て
く
だ
さ
い

　
健
康
で
日
常
生
活
を
送
れ
る
期
間
「
健
康
寿
命
」
を
少
し
で
も

伸
ば
す
こ
と
が
、
近
年
大
切
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
健
康

寿
命
は
、
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
こ
と
で
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
最
期
ま
で
元
気
で
長
生
き
す
る
た
め
に
、
早
め
に
生
活
習
慣

を
ふ
り
返
り
、
今
か
ら
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

Point １Point ２Point ３

がんばってます！消防団 編集 ● 第２分団

　
消
防
団
は
、
火
事
の
出
動
だ
け

で
な
く
、
災
害
発
生
時
に
も
さ
ま

ざ
ま
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

災
害
現
場
で
の
消
火
を
は
じ
め
、

地
震
や
風
水
害
な
ど
の
大
規
模
災

害
発
生
時
の
救
助
・
救
出
、
警
戒

巡
視
、
避
難
誘
導
、
災
害
防
御
な

ど
、
多
く
の
現
場
で
活
躍
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
重
要
性
が
改

め
て
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

災
害
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ

ど
、
常
備
消
防
を
は
じ
め
と
す
る

防
災
関
係
機
関
な
ど
が
被
害
を
受

け
、
災
害
対
応
に
支
障
を
き
た
す

場
合
が
あ
る
う
え
、
広
域
的
な
応

援
に
は
時
間
を
要
し
ま
す
。
一
方

で
、地
域
に
根
差
し
た
消
防
団
は
、

発
災
直
後
の
初
動
期
に
動
け
、
人

命
救
助
や
初
期
消
火
へ
の
努
力
が

被
害
の
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

大規模災害などにおける消防団の重要性

地
域
密
着
性
と
要
員
動
員
力
を
活
か
し
、

地
域
密
着
性
と
要
員
動
員
力
を
活
か
し
、

大
規
模
災
害
な
ど
で
活
躍
す
る
消
防
団

大
規
模
災
害
な
ど
で
活
躍
す
る
消
防
団

市
町
村
の
消
防
機
関

 

消
防
団
は
、
消
防
組
織
法
第
９

条
に
「
市
町
村
の
消
防
機
関
」
と

明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
構
成
員
で

あ
る
団
員
は
、
権
限
と
責
任
を
有

す
る
非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務

員
で
あ
る
一
方
、
他
に
本
業
を
持

ち
な
が
ら
、
自
ら
の
意
思
に
基
づ

く
参
加
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

の
性
格
も
併
せ
も
っ
て
い
ま
す
。

消
防
団
の
現
状

 
高
度
成
長
期
以
降
の
過
密
・
過

疎
の
進
行
な
ど
や
地
域
社
会
、
就

業
構
造
、
意
識
の
大
き
な
変
化
に

伴
い
、
新
た
に
団
員
と
し
て
参
加

す
る
若
年
層
が
年
々
減
少
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
団
員
の
職
業
構
成

は
、
か
つ
て
自
営
業
者
な
ど
が
中

心
を
占
め
て
い
ま
し
た
が
、
被
雇

用
者
で
あ
る
団
員
の
割
合
が
増

加
。
昭
和
43
年
の
26
・
５
％
が
、

令
和
２
年
に
は
73
・
９
％
に
達
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
与
謝
野
町
の

割
合
は
86
・
６
％
と
な
っ
て
お
り
、

全
国
平
均
よ
り
も
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
団
員
数
の
減
少
と
団
員
構

成
の
変
化
が
、
消
防
団
の
運
営
に

影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
適
正
な

規
模
の
活
力
あ
る
消
防
団
を
い
か

に
維
持
し
、
団
員
を
確
保
し
て
い

く
か
が
、
切
実
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

消
防
団
の
特
性

 
消
防
団
は
、
大
規
模
災
害
時
を

は
じ
め
と
し
て
、
地
域
の
安
全
確

保
の
た
め
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。
常
備
消
防
と
は
異

な
る
特
性
と
し
て
、
次
の
３
点
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

■ 

地
元
の
事
情
な
ど
に

通
じ
、
地
域
に
密
着
し
た

存
在
（
地
域
密
着
性
）

■ 

団
員
数
は
減
少
し
て

い
る
も
の
の
、
全
国
で
約

82
万
人
（
令
和
２
年
４
月

１
日
現
在
）
と
、
常
備
職

員
の
約
５
倍
の
人
員
（
要

員
動
員
力
）

■ 

団
員
は
、
日
ご
ろ
か

ら
教
育
訓
練
を
受
け
て
お

り
、
災
害
発
生
時
に
は
即

時
に
対
応
で
き
る
能
力
を

保
有
（
即
時
対
応
力
）

 

消
防
団
が
そ
の
特
性
を
発
揮
し

て
い
く
に
は
、
各
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
適
正
な
団
員
数
を
確
保
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
与
謝
野
町
で
は
、
消
防
団
を
支

援
す
る
た
め
「
支
援
隊
」
を
組
織

し
、
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
活
動
を
地
域
防
災
面
に
止
め

る
こ
と
な
く
、
所
在
地
で
あ
る
区

に
も
幅
を
広
げ
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
密
着
性
を
よ
り
高
め
て
い
く

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

団員数

338 人

被雇用者
86.6％

その他
２％

自営業
家族労働

11.2％

与謝野町消防団の職業構成

※ 令和３年４月１日現在
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図書館へ行こう！  BOOKS

● 問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087

● 開館時間／午前 10 時～午後６時　● 休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

女性の生き方 ３月３日は「ひな祭り」、８日は「国際女性デー」と、女性にまつわる記念日が
続く今月は、自分らしく生きるために奮闘する女性を描いた本を紹介します。

『梅と水仙』

　  　 植松三十里／ＰＨＰ研究所

新５，０００円札の肖像に採

用された津田梅子の生涯を

描いた歴史小説。津田塾大

学の創始者として知られる

彼女ですが、わずか６歳で

渡米し、１７歳で帰国する

も、父や周囲とのあつれき

の中で悩みながらも、女性

教育への道を歩む姿を描い

た１冊。

『悩める女子の教室で偉人が人生を語りだした』　 

 　 木平木綿／学研プラス

ナイチンゲール、ジャンヌ・

ダルク、与謝野晶子など、

偉人として名を遺す彼女ら

が、ユーモラスなマンガと

ともに女子学生に向けた飾

らない言葉で、自分の人生

を語る１冊。逆境や反発に

負けず自分らしさを貫いた

生き方から勇気がもらえる

のでは。

『せかいでさいしょにズボンをはいた女の子』

　  　 キース・ネグレー／光村教育図書

１５０年前のアメリカ

では、窮屈なドレス

を着るのが「当たり

前」で、ズボンをは

くなんてとんでもな

いことでした。それ

を「おかしい」と思っ

たのがメアリーとい

う女の子。後に女性

初の軍医として活躍した女の子の幼い日を描いた絵本。

『今を生きるあなたへ』　 

 　 瀬戸内寂聴・瀬戸まなほ／ＳＢクリエイティブ

昨年１１月に９９歳でこの

世を去った著者は、女性の

生きざまを数多くの物語で

描き、また、出家後には、

その波乱万丈な人生経験か

らくる含蓄あふれる法話も

人気でした。逝去３ヵ月前、

秘書を聞き手にして、残さ

れた私たちへの最後のメッ

セージが収められた１冊。

■日時	 ３月25日（金）	※	毎月第４金曜日
	 午後１時30分～３時
■問い合わせ先	 江山文庫　☎ 43-2180

江山文庫読書会 与謝野晶子の童話を読む
「与謝の海霞の織混ぜ」

図書館の最新情報はホームページから

図書館の最新情報やイベント情報、休館

情報は、ホームページからご確認いただ

けます。 図書館ＨＰ

一般書 	●『折れない心をつくるいい言

葉』斎藤茂太／さくら舎 ●『これなら

できる！　ＤＩＹで作る収納家具』山

田芳照　ナツメ社 ●『青嵐の庭にすわ

る』森下典子／文藝春秋 ●『もう別れてもいいで

すか』垣谷美雨／中央公論新社 ●『ヤングケアラ

ー』毎日新聞取材班／毎日新聞出版

今月の
新着図書

児童書  ●『やさいのがっこう　いちごちゃんはや

さいなの？』武田美穂／ほるぷ出版 ●『アブナイ

こうえん』山本孝／ほるぷ出版 ●『お金のクイズ

図鑑』学研プラス ●『俳句を楽しむ』佐藤郁良／

岩波書店 ●『ロウリーのいい子日記』ジェフ・キ

ニー／ポプラ社 ●『かいけつゾロリきょうふのダ

ンジョン』原ゆたか／ポプラ社

問　企画財政課	☎ 43-9015

企業版ふるさと納税をいただきました

令和３年 12月に企業版ふるさと納税によるご寄附をいただいた企業様を紹介します。（企業名、寄附額、
寄附対象事業名は、ご了承いただいた企業様のみ公表しています）

株式会社丸嘉様（東京都中央区）企業名 10万円寄付額

問 　総務課	☎ 43-9010

入札日 工事等の名称 場所 業者数 落札業者名 予定価格
（千円 / 税抜）

最低制限
価格

（千円 / 税抜）
落札金額

（千円 / 税抜）
落札率
（％） 期間

１/24 加悦学童保育施設移転整備工事
設計業務委託 加悦地内 ８者 一級建築士事務所浪江建築事

務所 1,752 － 1,500 85.62 R4/2/1
～ 5/31

１/24 奥山川流域浸水対策測量（その１）
業務委託

三河内
地内他 ８者 株式会社ウエスコ京滋支店 4,418 － 3,950 89.41 R4/2/1

～ 3/31

１/26 板列線舗装修繕（その２）工事	 岩滝地内 ２者 金下建設株式会社 6,260 5,432 5,432 86.77 R4/2/3
～ 3/15

１/26 旧桑飼保育園進入路整備工事	 明石地内 ９者 安田産業株式会社 5,202 4,591 4,591 88.25 R4/2/3
～ 5/31

１/26 浜町地区宅内ポンプ設置（その２）
工事 岩滝地内 ９者 有限会社柳水道 5,635 4,933 4,933 87.54 R4/2/3

～ 3/31

１/26 公共桝設置⑧工事	 下山田地内 ９者 有限会社野口建設 1,637 1,427 1,427 87.17 R4/2/3
～ 3/15

１/31 旧加悦社会福祉センター解体撤去工事 加悦地内 ６者 株式会社きしべ建設 56,910 50,926 51,045 89.69 議決日の翌日
～ 8/31

１/31 旧加悦社会福祉センター解体撤去工事
監理業務委託 加悦地内 ７者 株式会社東亜設計 1,425 － 1,371 96.21 R4/2/8

～ 8/31

１ 月入札結果

ご寄贈ありがとうございました
旧尾藤家住宅、かえでこども園

旧
尾
藤
家
住
宅

　
尾び

藤と
う

武た
け

四し

郎ろ
う

様
（
宮
津
市
）
か

ら
、
旧
尾
藤
家
住
宅
の
生
活
道
具
一

式
（
６
４
４
２
点
と
24
箱
）
を
ご
寄

贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
尾
藤
様
は
、
旧
尾
藤
家
住
宅
の
前

所
有
者
で
、
以
前
か
ら
旧
尾
藤
家
住

宅
に
保
管
さ
れ
て
い
る
生
活
道
具
を

展
示
な
ど
に
お
借
り
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
般
、
さ
ら
な
る
展
示
充
実
を

願
い
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
引

き
続
き
、
施
設
の
展
示
充
実
の
た
め

に
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

か
え
で
こ
ど
も
園

　
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
宮
津
様

（
森も
り

祝の
り

子こ

会
長
）
か
ら
、
図
鑑
と
絵

本
27
冊
（
５
万
円
相
当
）
を
ご
寄
贈

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
宮
津
様

は
、
女
性
と
女
児
を
応
援
す
る
活
動

を
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
奉
仕
活
動
の

一
環
と
し
て
、
今
回
、
園
児
の
教
育

の
向
上
を
願
っ
て
絵
本
な
ど
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま

し
た
「
図
鑑
や
絵
本
」
を
大
切
に
活

用
し
、
子
ど
も
た
ち
の
探
求
心
を
さ

ら
に
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

旧尾藤家住宅の蔵に保管されている生活道具一式国際ソロプチミスト宮津様からの寄贈の様子寄贈いただいた絵本（一部）

町 政  News & Information
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功績・功労をたたえて
● 第５回日本医療研究開発大賞・内閣総理大臣賞受賞竹

たけ

田
だ

　晋
しん

浩
ひろ

さん

 竹田晋浩さんは、新型

コロナウイルス感染症の

重症患者を救う切り札

「ＥＣＭＯ（エクモ：体

外式膜型人工肺）」治療

の第一人者で、政府が主

催する「第５回日本医療

研究開発大賞」の最高賞

にあたる「内閣総理大臣

賞」を受賞されました。

 竹田さんは、小学校６年生の秋ごろまで旧野田川

町（四辻）で過ごされており、「とても活発な少年

で、一緒に遊びまわっていました」と当時の思い出

を同級生は話します。その後、福知山市へ引っ越さ

れ、医師になってからは、出身校の日本医科大学附

属病院で集中治療室の教授を務め、現在は、医療法

人社団康幸会・かわぐち心臓呼吸器病院（理事長兼

院長）を開業。また、エクモ治療に関わる医師らで

組織する特定非営利活動法人日本ＥＣＭＯｎｅｔの

理事長として、日々、一人でも多くの命を守る活動

を続けられています。この度の受賞は、エクモにつ

いて、医療現場の人材支援と全国での治療技術向上

のための講習会を行い、新型コロナウイルス感染症

重症患者の救命率向上を実現した功績が認められ受

賞に至りました。

 受賞に当たり「長年にわたりエクモの治療成績を

向上させるよう活動してきました。コロナ重症治療

へのエクモによる日本の治療は、世界最高の救命率

を誇っており、それが評価されたのだと思います」

と受賞の喜びを、また、故郷・与謝野町へは「幼い

ころの思い出は、すべてこの町にあります。野山、

川そして市場小学校の大きな校庭で伸び伸びと過ご

したことが、大きな目標に向かって進む気持ちを育

んでくれたのだと思います」と話してくれました。

 さらに、竹田さんは、１月２６日にノーベル医

学賞の選考機関であるカロリンスカ医科大学（ス

ウェーデン）から名誉博士号の授与が決定。この名

誉博士号は、ノーベル医学賞に次ぐ権威ある賞とさ

れております。この度の受賞および名誉博士号の授

与、誠におめでとうございます。

授賞式の様子（写真右が竹田さん）
出典 / 首相官邸ホームページより（一部加工）

還付金詐欺に注意

Ａ
Ｔ
Ｍ
で
還
付
金
は

も
ら
え
ま
せ
ん
！

　
役
場
な
ど
の
公
的
機
関
の
職

員
が
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
す
る

よ
う
に
連
絡
す
る
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。

　地域コミュニティ活動の発展を目的に、一般財団
法人自治総合センターの自治宝くじ受託事業収入を
財源とするコミュニティ助成金を受け、加悦奥区に
エアコンや複合機などの備品が整備されました。こ
の事業は、皆さんが購入された宝くじを財源とし
て、コミュニティの健全な発展を支援しています。 加悦奥区に整備されたエアコン（左）と複合機（右）

　宝くじ助成金で整備しました 問　企画財政課	☎ 43-9015

魅力化コーディネーター 長谷川隊員

地域おこし協力隊通信 65

問　社会教育課 ☎ 43-9026

加
悦
谷
高
校
お
よ
び
宮
津

天
橋
高
校
加
悦
谷
学
舎
（
以

下
、「
加
悦
谷
」）
で
活
動
し

て
い
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
長は

谷せ

川が
わ

で
す
。
３
月
号
と

い
う
こ
と
で
、
今
回
は
、
私

が
加
悦
谷
に
携
わ
っ
た
３
年

間
で
の
学
校
の
変
化
に
関
し

て
お
伝
え
し
ま
す
。

私
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
着
任
し
た
の
は
平
成

31
年
４
月
。
今
で
こ
そ
、
丹

後
地
域
の
公
立
高
校
で
は
当

た
り
前
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
が
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
導
入
す
る
こ
と
は
、当
時
、

京
都
府
で
初
め
て
の
試
み
で

し
た
。
受
け
入
れ
て
く
れ
た

現
場
で
は
、「
来
て
い
た
だ

い
た
け
ど
、
何
を
し
て
も

ら
っ
た
ら
い
い
の
？
」
と
い

う
状
態
で
し
た
し
、
私
自
身

も
高
校
現
場
に
入
る
の
は
初

め
て
で
、
互
い
に
探
り
探
り

動
い
て
い
た
１
年
で
し
た
。

信
頼
構
築
を
し
て
、
人
と

な
り
を
理
解
し
て
も
ら
っ
た

２
年
目
。「
こ
こ
か
ら
い
ろ

い
ろ
仕
掛
け
て
い
く
ぞ
！
」

と
意
気
込
ん
で
い
た
の
も
つ

か
の
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ

り
、
予
定
し
て
い
た
活
動
の

変
更
や
断
念
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
オ
ン

ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
に
比
較
的
精

通
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

そ
れ
ら
を
活
用
す
る
た
め
の

活
動
を
校
内
で
で
き
ま
し
た

し
、
生
徒
と
と
も
に
い
ろ
い

ろ
な
活
動
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
３
年
目
。
生
徒

と
地
域
の
方
々
を
つ
な
げ
る

活
動
に
加
え
て
、「
与
謝
野

町
と
し
て
学
校
を
ど
う
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
の
か
」「
学

校
と
し
て
、
地
域
に
何
が
還

元
で
き
る
だ
ろ
う
か
」
と

い
っ
た
話
を
先
生
方
と
意
見

交
換
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
う
考
え
る
と
、
こ

の
３
年
間
で
、「
学
校
の
教

員
だ
け
で
な
く
、
与
謝
野
町

も
一
緒
に
な
っ
て
盛
り
上
げ

て
い
く
」
と
い
う
機
運
を
高

め
る
土
台
づ
く
り
を
し
た
３

年
間
だ
っ
た
の
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

教
育
は
、
成
果

や
効
果
が
出
て
く

る
の
に
は
ど
う
し

て
も
時
間
が
か
か

り
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
中
長
期
的
に
、

継
続
的
に
関
わ
り
、

仕
掛
け
続
け
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
の
一
定

の
道
筋
や
現
場
の
空
気
感
や

勢
い
を
つ
く
り
上
げ
た
こ
と

が
こ
の
３
年
間
の
取
り
組
み

の
成
果
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。と

は
い
え
、
高
校
魅
力
化

推
進
事
業
は
こ
れ
か
ら
が
本

番
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
加
悦
谷
の
変
化
を

ぜ
ひ
見
届
け
て
く
だ
さ
い
！町の花木に対するアイデアを提供しました

町 政  News & Information
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令和４年１月末現在

まちのうごき

人　口	20,614 人（－ 44）
　男　	19,894 人（－ 22）
　女　	10,720 人（－ 22）
世帯数	 8,984 戸（－ 14）

※括弧内は前月比

※ この欄で紹介する出生とお悔やみは、１月 16 日から２月 15 日までの届け出分です。また、役場窓口で届出の際に希望された方のみを掲載しています。

与謝野町役場	
　☎ 43-9000（代表）
総務課
　☎ 43-9010	
防災安全課	
　☎ 43-9011
商工振興課
　☎ 43-9012
会計室
　☎ 43-9013
建設課
　☎ 43-9014
企画財政課
　☎ 43-9015
観光交流課
　☎ 43-9016

加悦庁舎	
　☎ 43-9001（代表）
税務課
　☎ 43-9020
福祉課
　☎ 43-9021
保健課
　☎ 43-9022
農林課
　☎ 43-9023
子育て応援課
　☎ 43-9024
教育委員会	学校教育課
　☎ 43-9025
教育委員会	社会教育課
　☎ 43-9026
議会事務局
　☎ 43-9027
CATV センター
　☎ 43-9028
野田川庁舎
　☎ 43-9002（代表）

住民環境課
　☎ 43-9030
上下水道課
　☎ 43-9031

お
悔
や
み

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています



消費生活

Infomation
「光回線をアナログ回線に戻せば安くなる」
などの勧誘にご注意を！

 宮津与謝管内で、大手電力会社を名乗り「光回線を

利用していないならアナログ回線に戻しませんか？ 

費用が安くなります」「工事費用をキャッシュバック

します」と電話を受け契約したが、書類が届くと初期

費用、サポート料、工事費、月々の利用料金など、高

額な請求をされるという相談がありました。これは、

消費者に有利なことだけを言って契約させる手口で

す。事業者名や契約内容の確認、または大手通信会社

へ問い合わせて、必要なければきっぱりと断るように

しましょう。

 消費者トラブルはひとごと

ではありません。自分や家族

は大丈夫と思いこまず、不安

に思った場合やトラブルに

なった場合は、消費生活センターにご相談ください。

問 宮津与謝消費生活センター  ☎ 0772-22-2127

  消費生活センター  ☎ 188（いやや）

お知らせページ ＝問い合わせ先

＝申し込み先・方法

問

申

問

問

掲載している情報は、２月28日（月）現在のものです。

空き家バンク登録奨励金空き家バンク登録奨励金

 与謝野町では、本町に移住・定

住を希望される方に空き家情報を

提供する「空き家バンク制度」を

運用しています。登録された物件

の所有者に対して、予算の範囲内

において奨励金を交付します。

対象者 次の要件をすべて満たす方

■ 令和２年８月１日以降に空き

家バンクに登録された空き家の所

有者であること 

■ 市区町村税の滞納がないこと

■ 暴力団員または暴力団員と密

接な関係を有する方でないこと

交付額 ５万円 ※ １件の登録

空き家につき１回限り

    観光交流課 ☎43-9016

  

京都府社寺等文化資料保全補京都府社寺等文化資料保全補

助事業のご案内助事業のご案内

 京都府では、伝統民俗芸能で使

用する屋台・道具や社寺建築など

の修繕等において、その経費の一

部を補助する補助事業を実施する

予定です。なお、採択には京都府

の審査があります。

提出書類 事業計画書、見積書の

コピー、写真（全体・部分写真）

各２部

    ３月２３日（水）までに、

社会教育課（☎ 43-9026）へ。

各種催しや相談などは、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、内容変更または開催を中止する場合が

あります。詳しくは、問い合わせ先までお願いします。

バス・鉄道時刻表が新しくなバス・鉄道時刻表が新しくな

りますります

　
 ３月12日（土）のダイヤ改正

に伴い、バス・鉄道時刻表が新し

くなります。今年度から時刻表

は、各戸配布をしておりません。

町公式ホームページへの掲載、ま

たは次の場所で配布します。

配布日 ３月11日（金）から

配布場所 役場各庁舎、与謝野

駅、丹後海陸交通株式会社、観光協

会、野田川地域の各区事務所など

　　企画財政課 ☎43-9015

祝日のごみ収集（春分の日）祝日のごみ収集（春分の日）

 ３月２１日（月）は、祝日のた

めごみ収集は行いません。お間違

えのないようお願いします。

  住民環境課 ☎ 43-9030

看護職就業相談会の開催看護職就業相談会の開催

 公益社団法人京都府看護協会京

都府北部看護職支援センターで

は、次のとおり看護職就業相談会

を開催します。参加無料。

日時 ４月１３日（水）午後１時

半～３時

場所 ハローワーク宮津

  京都府北部看護職支援セン

ター ☎ 46-9002

技能修得資金の支給申請案内技能修得資金の支給申請案内

 京都府では、経済的な理由によ

り技能修得が困難な世帯のお子さ

んが、公共職業能力開発施設、専

門学校等の技能修得施設において

技能を修得する場合に、技能修得

資金および入所支度金を支給しま

す。※ 毎年申請が必要

 なお、新規の看護師および准看

護師、介護福祉士等修学金を受け

られる場合は対象外、高等学校等

就学支援金を交付される場合は、

併給調整があります。

受給資格 次のすべてを満たす方

■ 京都府内（京都市を除く）に

居住していること

■ 経済的理由により技能修得が

困難なこと

■ 満２０歳に達する日以後の最初

の３月３１日までに施設に入所す

ること

■ 技能修得期間が１年以上で、

授業時間が原則１週間１８時間

（年間６８０時間）以上の技能修得

施設（看護師および准看護師学校

養成所を除く）に入所すること

■ 技能修得施設卒業後、直ちに

技能を活用できる業務に従事する

意思を有すること

■ 技能を修得することが世帯の自

立更生に役立つと認められること

提出期限 

【第１次申請】３月１８日（金）

【第２次申請】４月８日（金）

    丹後保健所福祉課 

☎ 0772-62-4302

安全な農作業を行いましょう安全な農作業を行いましょう

　春作業に向けて安全に農作業を

行うために、次のことを心がけ農

作業事故ゼロを目指しましょう。

■ 機体が大きいトラクターや田

植え機は、運転席から見えない死

角が多く存在します。後進時は後

方確認を徹底し、周囲に注意して

慎重に運転しましょう。

■ トラクターや田植え機など農

業機械の点検整備のときは、必ず

エンジンを停止し安全を確保して

作業をしましょう。

■ ほ場の出入りや段差に注意し

て、無理な運転による転落･転倒

事故を防ぎましょう。

■ 電気柵による死傷事故を防ぐ

ため正しく使用し、日々の点検と

管理を行いましょう。

  農林課 ☎43-9023

 

自衛官を募集します自衛官を募集します

《自衛官候補生》

資格 １８歳以上３３未満の方

受付期間 地域事務所へお問い合

わせください

試験日 受付時にお知らせます

《一般曹候補生》

資格 １８歳以上３３歳未満の方

受付期間 ３月１日（火）～５月

１０日（火）

試験日 【１次試験】５月２０日

（金）～２９日（日）のうち１日

  京丹後地域事務所

☎ 0772-64-2498

問

問

問・申

【有料広告】

空家の適正な管理をお願いします

 空家の所有者または管理者は、空家が周囲に悪影響を及ぼさないよう、

自らの責任と負担により適正に管理しなければならないことになっていま

す。管理不全な空家が原因で、近隣住民や通行人等に損害を与えた場合、

被害者等から賠償責任を問われることがあります。空家の所有者・管理者

は、自らの管理責任について、今一度ご認識いただき、適正な管理に務め

ていただきますようお願いします。

 なお、近隣にある管理不全な空家でお困りの方、また空家の所有者・管

理者の方で、管理方法等についてお悩みの場合は「空家総合相談窓口」ま

でご相談ください。

問 空家総合相談窓口（総務課内） ☎ 43-9010

与謝野町長選挙・与謝野町議会議員一般選挙の
投票所入場券の扱いについて

 ４月１０日に執行予定の与謝野町長選挙・与謝野町議会議員一般選挙の

投票所入場券は、京都府知事選挙の告示日（３月２４日）以降、順次京都

府知事選挙と兼用のものをご自宅へ郵送でお届けします。与謝野町長選挙・

与謝野町議会議員一般選挙の告示日（４月５日）には、送付しませんので

ご注意ください。

 なお、選挙人名簿に登録されていれば、投票所入場券がなくても投票す

ることができます。各選挙ごとの期日前投票期間は以下のとおりです。京

都府知事選挙、与謝野町長選挙・与謝野町議会議員一般選挙が一度に投票

できるのは、４月６日（水）以降になります。

問

■ 期日前投票期間

■ 期日前投票時間

■ 期 日 前 投 票 所

【京都府知事選挙】３月２５日（金）～４月９日（土）

【与謝野町長選挙・与謝野町議会議員一般選挙】

４月６日（水）～９日（土）

午前８時３０分～午後８時

与謝野町役場本庁舎、加悦庁舎、野田川庁舎

　 選挙管理委員会事務局（総務課内） ☎ 43-9010

広告掲載募集中

■■  サイズサイズ

■■  料 金料 金

■■ その他 その他

Ｗ 600 ｍｍ×Ｈ 45 ｍｍ

月額 5,000 円／枠

最大３枠まで掲載可

問　企画財政課 ☎ 43-9015

町公式ＨＰ

問・申

問・申

問

京都地方税機構 丹後地方事務所

京丹後市役所 大宮庁舎 ３階

問　☎ 0772-68-1041

今月の納期

※ 徴収猶予については各課にご相談ください

３/ ３１（木）まで

国 民 健 康 保 険 税　第10期

介 護 保 険 料　第10期

後期高齢者医療保険料　第９期

滞納税相談窓口
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18歳から

民法改正（成年年齢の引き下げ）

20 歳へ。

令和４年４月１日、成年年齢が変わります

民法改正により、約１４０年ぶりに成年の定義が見直されました。見直しにより新成人の暮らしにどのよう

な影響があるのでしょうか。成年年齢の引き下げで変わること、変わらないこと、注意が必要な点を家族で

正しく理解し、トラブルにあわないようにしましょう。

成年になると何が変わる？ 親の同意がなくても１人で契約できるように

CCloselose  UUpp
クローズアップクローズアップ

１８歳からできること

● 親の同意がなくても契約ができる
携帯電話の契約／１人暮らしの部屋を借りる

クレジットカードをつくる／ローンを組む　など

● １０年有効のパスポートを取得する

● 公認会計士や司法書士などの資格を取得する

● 結婚
女性の結婚年齢が１６歳から１８歳に引き上げられます

● 性同一性障害の人が、性別の取り扱いの変更
審判を受けられる

※ 成年年齢引き下げに関係なく、従来どおり１８歳からできること

　○ 選挙への参加　○ 自動車運転免許の取得

１８歳でもできないこと

● 飲酒・喫煙

● 競馬、競輪などの投票券の購入

● 養子を迎える

● 大型・中型自動車運転免許の取得

与謝野町の成人式は、

引き続き 20 歳を対象に実施します

未成年者取消権による

契約の取り消しができなくなります！
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原則として、未成年者が保護者や法定代理人の

同意を得ずにした契約は取り消すことができま

すが、成年が結んだ契約は取り消せません。

１８・１９歳に多い消費者トラブル

健康食品、デジタルコンテンツ、化粧品、出会い系サイ

ト、紳士・婦人服、アダルト情報サイト、賃貸アパート・

マンション、エステティックサービス など

【トラブルのきっかけ】

■ インターネット・ＳＮＳの広告などを見て連絡

■ ＳＮＳで知り合った人から誘われる

■ 学校や職場の友人・知人から誘われる

消費者契約で困ったら相談を

４月から成年年齢の引き下げにより、１８、１９歳の

皆さんは自分の意思で契約できるようになり、成人

としての責任を負うことになります。しかし、まだ

社会経験の浅い新成人は、消費者トラブルに巻き込

まれやすくなります。トラブルにあったときは、1

人で悩まず消費生活センターにご相談ください。

問　消費生活センター ☎１８８（いやや）

４月１日の時点で１８、１９
歳に達している方は、その
日から新成人となります
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